
赤磐市概算数量発注方式試行要領 

令和６年１０月１日 

告示第１０３号 

（趣旨） 

第１条 本要領は、赤磐市が発注する土木工事及び建築工事について、設計積算業務及び入札事

務の効率化のため、概算数量発注方式により発注する場合の取り扱い事項を試行として定める

ものである。 

 

（用語の定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ

による。 

（１） 概算数量発注方式 当初設計の工種、種別又は細別（以下「工種」という。）の一部を

概算数量により積算し、契約後、工事現場での取合い等を精査の上、設計数量の確定を工事

記録で行い、契約変更を行うものをいう。 

（２） 概算数量 次に示すいずれかの方法で算出された設計数量をいう。 

ア 設計図書に示した平面図や標準横断図等から数量を示し、これにより算出した設計数 

量 

イ 詳細設計業務の成果によらず算出した設計数量 

ウ 同種工事を参考にした、対象工種ごとの一式計上 

 

（対象工事） 

第３条 概算数量による発注により、発注事務が効率的に行える単独工種の工事に適用するもの

とし、原則として現地調査の結果と概算数量とのかい離等により、工期等に著しい影響を与え

ない工事のうち、設計、施工条件等を勘定して市長が選定する工事を対象とする。ただし、構

造計算、安定計算、建築確認申請または用地買収等を伴う工事は除く。 

 

（概算数量発注方式の明示） 

第４条 概算数量発注を行うにあたっては、以下に掲げる書面により明示することとする。 

（１） 工事名称及び公告文への明示 別紙１を参考に工事名称及び公告文に概算数量発注方

式による発注である旨明示し、入札参加者に周知する。 

（２） 仕様書及び特記仕様書への明示 仕様書に「概算数量発注方式による発注」と明記す

るとともに、概算数量である箇所について工事仕様書の摘要欄に「概算数量」と記載する。

また、別紙２を参考に特記仕様書において設計図書の照査、工事記録による指示及び現場精

査に基づき設計変更を行う旨明記する。 

 

（設計変更等の手続き） 

第５条 設計変更及び契約変更については、次に掲げるとおりとする。 

（１） 設計図書の照査、工事記録による協議等 「赤磐市建設工事執行規則」、「赤磐市土木

工事一般仕様書」、「赤磐市請負工事設計変更等事務取扱要領」、「工事請負契約における設計



変更ガイドライン（赤磐市）」等に基づき、設計図書の照査、工事現場の精査等を行い、必要

な協議、指示又は承諾を工事記録により行う。 

（２） 設計変更 工事記録により発注者及び受注者が合意した設計数量に基づき設計変更を

行う。 

（３） 変更契約の範囲 変更見込金額が請負代金額の３０％をこえる工事は、現に施工中の

工事と分離して施工することが著しく困難な場合を除き、原則として、別途の契約とするも

のとする。 

（４） 変更理由 「概算数量発注方式による発注のため、現場精査による変更を行う。」と記

載する。 

 

（その他） 

第６条 この要領に定めるもののほか、必要な事項については、発注者と受注者が協議して定め

るものとする。 

 

   附 則 

この告示は令和６年１０月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙１ 

 

工事名称における明示（例） 

 

・令和６年度 ●●事業 ○○修繕工事（概算数量） 

・令和６年度 赤磐市立●●●学校 ○○修繕工事（概算数量） 

 

 

 

公告文への記載（例） 

１ 入札対象工事 

その他 

本工事は概算数量発注方式により発注する工事である。 

特記仕様書に記載のとおり、設計図書の照査及び工事現場の精査後、必要に応じ変更する。 

なお、予定価格は工事仕様書の数量に基づき、算出している。このため、入札参加者は工事

仕様書の数量に基づき入札金額を見積ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙２ 

 

特記仕様書（概算数量発注方式） 

 

（１）本工事は概算数量発注方式により発注する工事であり、概算数量発注方式の目的に留意し、

大幅な契約変更や安易な工事内容の変更を伴わないようにするため、発注に先立ち現地条件や

概算数量等を的確に把握したうえで、発注手続きを行うことを基本とする。 

 

（２）本設計は概算数量により積算したものである。工事仕様書の摘要欄に「概算数量」と記載

したとおり、設計数量は「工事計画図書」照査及び現場精査後、必要に応じ変更し、確定する

もとする。 

 

（３）本設計は、平面図及び標準断面図のみで発注している。そのため、当初設計内容を踏まえ、

請負者において現場を調査し、「工事計画図書」を作成するものとする。 

 

（４）（３）でいう「工事計画図書」とは、下記の図書をいう。 

① 平面図、縦断図、横断図、構造図、立面図、矩計図、展開図、区画線図等の実施予定図面。 

② 実施予定の集計表、数量計算書。 

（注）    部分は、当該工事に必要と考える図書を明記する。 

 

（５）請負者は速やかに「工事計画図書」を作成し、施工対象物現地調査結果を監督員に提出し、

設計変更協議書を監督員から得なければならない。 

 

（６）「赤磐市建設工事執行規則」、「赤磐市土木工事一般仕様書」、「赤磐市請負工事設計変更

等事務取扱要領」、「工事請負契約における設計変更ガイドライン（赤磐市）」等に基づき、設

計図書の照査、工事現場の精査等の必要な協議、指示等を工事記録により行い、「工事計画図

書」の内容が反映された設計変更協議書に承諾後、設計数量に基づく設計変更を行い、工事を

実施する。 

 

（７）「工事計画図書」の作成に要する費用は、共通仮設費の準備費に積上げ計上している。 

 

 



概算数量発注方式フローチャート 

工事担当課 請負者 関係各課 備考 

 

○数量調書作成 

 

○設計図書作成 

※概算数量に関わる所定の文面

が表記されているかチェック 

 

○事業執行伺・決裁 

 

 

○契約締結 

 

○当初打合せ 

 

○契約図書に基づき、現地調査を

請負者に指示 

 

○提出された工事記録を照査 

（設計変更ガイドラインに留意） 

 １４日以内 

 

○変更設計（第１回）作成 

 

○工事記録にて指示・承諾 

 

○施工管理・監督 

※概算数量以外の設計書にお

ける疑義は通常とおり工事

記録にて取交わす 

 

○変更設計作成 

 

○工事完成届受理 

 

○竣工検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○契約締結 

 

○当初打合せ 

 

○契約図書に基づき、現地調査 

 １５日以内 

 

○工事記録に工事計画図書を

添付して提出 

 ※現地確定数量が概算数量と

一致の場合も提出が必要 

 

 

○工事着手 

 

○施行 

※概算数量以外の設計書に

おける疑義は通常とおり

工事記録にて取交わす 

 

 

 

○完成 

 

 

 

 

 

 

 

●入札担当課 

 ○合議／入札／検査員

指名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●入札担当課 

 ○合議 

 

 

 

 

 

 

 

●入札担当課 

 ○合議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※様式 

 

 

 


